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１．耐荷重性能 

 

(1) 試験方法 

図－１ に示すように、プラロックを長さ 100 ㎜に切断したものを接触面より大きな

鉄板を介してストログラフを用いて 20 ㎜ / min の速度で圧縮し、プラロックが変

形し、破壊された時の最大の荷重を測定する。 

（試料数：３） 

 

 

図－１ 

 

(2) 試験結果 

試験結果を 表－４ に示します。 

                                  表－４    （N / 100 ㎜ [kgf / 100mm]） 

系 列 温 度 
高さ歪み率３％荷重 

１ ２ ３ 平均 

150 系 

常 温 

(25℃) 
3,245[331.1] 3,196[326.1] 3,223[328.9] 3,221[328.7] 

高 温 

(50℃) 
2,665[271.9] 2,805[286.2] 2,748[280.4] 2,739[279.5] 

350 系 

常 温 

(25℃) 
3,904[398.4] 3,955[403.6] 3,948[402.9] 3,936[401.6] 

高 温 

(50℃) 
3,419[348.9] 3,441[351.1] 3,467[353.8] 3,442[351.3] 

400 系 

常 温 

(25℃) 
14,327[1,461.9] 13,313[1,358.5] 13,490[1,376.5] 13,710[1,399.0] 

高 温 

(50℃) 
12,873[1,313.6] 12,220[1,246.9] 12,916[1,318.0] 12,670[1,292.8] 

 

鉄板 

W 
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２．ボルト固定部抜け強度 

 

(1) 試験方法 

図－２ に示すように、後、プラロックを長さ 50 ㎜に切断したものでプラロックの

ボルト固定用溝部に W3/8 のボルトを固定した後、ストログラフを用いて 20mm / 

min の速度で引張り、プラロックのボルト固定用溝部の樹脂破断によるボルト抜け

荷重を測定する。 

（室温：２３℃、試料数：３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－２ 

 

(2) 試験結果 

試験結果を 表－５ に示します。 

                                 表－５                  （N [kgf ]） 

系 列 
ボルト固定部抜け強度 

１ ２ ３ 平均 

150 系 1170 [119.4] 1160 [118.4] 1154[117.8]   1161.3[118.5] 

350 系 1258 [128.4] 1250 [127.6] 1304 [133.1] 1270.7 [129.7] 

450 系 3229 [329.5] 3184 [324.9] 3157 [322.1] 3190.0 [325.5] 
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３．耐候性能 

 

(1) 試験方法 

プラロックの材料試験片を促進耐候性試験（ｻﾝｼｬｲﾝｳｪｻﾞｰﾒｰﾀｰ）にかけ 

200 時間毎の引張強度と曲げ強度の経時変化を測定します。 

なお、照射条件は JIS D 0205 に準じます。 

 

(2) 試験片 

・引張り試験用：JIS K 6745 に準じます。 

・曲げ試験用  ：JIS K 7203 に準じます。 

 

(3) 試験結果 

試験結果を 図－３ に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－３ 

 

外観上も割れ・クラック等の異常無し。 

尚、色別による優位差は有りませんでした。 

 

４．熱伸縮性【参考】 

プラロックの材質である硬質塩化ビニル樹脂の線膨張係数は、8.0×10-5 ㎜ / ℃です。 

理論値として使用温度範囲差（60℃）から算出すると、 表－６ に示す値となります。 

 

                 表－６      （㎜） 

型       番 熱伸縮量 

PR-151、PR-350N、PR-351N 1.7 

PR-350N-M、PR-351N-M 
2.2 

PR-401-S、PR-400、PR-401 
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